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遠藤 清美  JST-JICA地球規模課題対応国際科学技術協力事業
                     「インドネシアにおける地震火山の総合防災策」インドネシア事務局
123シンポジウム／ワークショップの記録
　東日本大震災の発生に際して、インドネシアからの
支援は非常に大きなインパクトをもっていたと思い
ます。2011年6月18日には、インドネシア大統領のス
シロ・バンバン・ユドヨノさんが、ご夫婦で連れだって
被災地の一つである気仙沼の避難所を訪問してくだ
さいました。このことは、避難所の人びとを強く勇気
づけるものでした。
　現在の状況は、資料18 -1のようにさまざまなものが
津波によって流されてしまい、これらの瓦礫を片づけ
るだけでも多くの時間がかかっています。社会的アプ
ローチからの災害対応を考えるグループ４を代表し
て、今回のグループ４の活動を中心にインドネシア側
と日本側との架け橋になることを願っています。
　最後にお見せしている資料18-2の写真は、津波の被
害を受ける前の、東北の美しい海岸のようすを写した
ものです。じつは私自身も東北の出身です。住まい自
体は内陸にあるので津波の被害を直接受けることは
ありませんでしたが、このような美しい景色が失われ
てしまった被災地のことを考えると胸が痛みます。こ
れらの美しい景色が再び戻ることを心から願ってい
ます。
資料18-1　東日本大震災からの復興過程
資料18-2　東北の海岸のようす
